
LGBTQ・HIV陽性者への看護支援

研究テーマ

LGBTQ（性的マイノリティ）の方に対するより良い看護支援を探究
しています。

概要

これまで、HIV陽性者の方の在宅療養を促進するために看護職への
支援を中心とした研究を行ってきました。その経験を活かし、
現在はLGBTQ（性的マイノリティ）の方へと対象を広げた研究に
取り組んでいます。LGBTQの方が医療機関への受診の際に不快な
思いを抱いたり、それを避けるために受診を躊躇うなど多くの
課題があります。ご自身の健康を守るために適切な時期に受療行
動をとれるよう、医療の提供者である看護職への教育的介入を
中心とした活動を行っています。その活動の根拠となりうる知見
を得たり活動の効果判定を行うための研究を行っています。

具体的な内容

看護（成人看護学）教授／ 久野暢子
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ALLY（LGBTQ当事者たちに共感し、寄り添いたいと思う人）
ナースの育成に興味関心がある方、一緒に取り組みましょう。

Information

https://www.mpu.ac.jp/professors/kango-nhisano/
https://www.mpu.ac.jp/professors/kango-nhisano/
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